
もうじき聞こえてくるのは祭りの拍子

佐原囃子佐原囃子
　10月10日から12日まで開催される佐原の大祭秋祭り。大人形・山車彫刻・　10月10日から12日まで開催される佐原の大祭秋祭り。大人形・山車彫刻・
のの字廻し・手踊りなど魅力はたくさん。その中で、お祭りの間中そこかしこかのの字廻し・手踊りなど魅力はたくさん。その中で、お祭りの間中そこかしこか
ら聞こえてくるのは笛のメロディーと太鼓のリズム。佐原のお祭りを見に行った時、ら聞こえてくるのは笛のメロディーと太鼓のリズム。佐原のお祭りを見に行った時、
囃子の音を頼りに山車を探す人も多いのではないでしょうか。囃子の音を頼りに山車を探す人も多いのではないでしょうか。

　

佐
原
囃
子
の
発
祥
が
い
つ
頃
な

の
か
は
、
正
確
に
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
享
保
年
間
頃（
18
世
紀
前

半
）に
江
戸
文
化
の
影
響
を
受
け

て
発
達
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

佐
原
囃
子
で
使
わ
れ
る
楽
器
は
、

篠
笛
・
大お
お

鼓つ
づ
み（
大お
お

皮か
わ

）・
小こ

鼓つ
づ
み（
鼓
）・

附つ
け

締し
め

太だ
い

鼓こ（
ツ
ケ
）・
大
太
鼓
・
鉦か
ね

の
6
種
類
。
演
奏
す
る
際
の
構
成

人
員
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
な

り
、
標
準
的
に
は
12
人
か
ら
15
人

程
度
で
す
。

篠
笛
…
5
〜
8
人
、
太
鼓
…
1
人
、

小
鼓
…
3
〜
5
人
、
附
締
太
鼓
…
1

人
、
大
太
鼓
…
1
人
、
鉦
…
1
人

　

下
座
連
に
よ
っ
て
も
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
祭
り
で
演
奏

さ
れ
る
曲
数
は
お
お
む
ね
40
曲
か

ら
50
曲
に
お
よ
び
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
曲
目
は
大
き
く「
役や
く

物も
の

」「
段だ
ん

物も
の

」「
端は

物も
の

」の
3
種
類
に
分
か
れ

ま
す
。

役
物

　

一
種
の
儀
式
曲
と
も
い
う
べ
き

も
の
で
、
祭
り
の
始
め
や
終
わ
り
、

山
車
が
角
を
曲
が
る
時
、
そ
の
他

特
別
な
儀
式
の
時
な
ど
に
演
奏
さ

れ
ま
す
。

段
物

　

大
通
り
や
神
社
の
前
を
通
過
す

　

一
般
的
に
、
祭
り
は
役
物
で
あ

る
砂
切
か
ら
始
ま
り
、
次
に
同
じ

く
役
物
の
馬
鹿
囃
子
が
演
奏
さ
れ
、

山
車
は
動
き
だ
し
ま
す
。
曳
き
廻

し
の
時
は
段
物
や
端
物
が
演
奏
さ

れ
ま
す
。
段
物
は
佐
原
囃
子
の
神

髄
と
い
わ
れ
る
曲
群
で
、
見
せ

所
・
聞
か
せ
所
で
演
奏
さ
れ
る
曲

な
の
で
、
祭
り
の
間
一
番
聞
か
れ

る
の
が
端
物
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
夜
山
車
が
自
町

内
に
戻
っ
て
く
る
と
、
再
び
馬
鹿

囃
子
、
砂
切
が
演
奏
さ
れ
、
終
了

し
ま
す
。
こ
の
流
れ
は
3
日
間
変

わ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
お
祭
り
の
見
せ
場
で
も

あ
る
「
の
の
字
廻
し
」
で
は
、
よ

く
「
は
な
三
番
叟
（
役
物
）
〜
早

物
（
端
物
）
〜
は
な
三
番
叟
（
役

物
）」
の
パ
タ
ー
ン
で
演
奏
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
選
曲
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
決
め

る
の
？

Ａ
曲
は
大
鼓
の
奏
者
や
篠
笛
の
親

方
が
山
車
の
運
行
な
ど
、
そ
の
場

に
合
っ
た
曲
を
即
興
的
に
選
び
、

指
示
を
出
し
ま
す
。

Ｑ
各
町
独
自
の
曲
っ
て
あ
る
の
？

Ａ
次
の
町
内
は
飾
り
物
に
ち
な
ん

だ
曲
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
他
の
町
内
で
は
演
奏

さ
れ
な
い
の
で
、
聞
け
た
ら
ラ
ッ

キ
ー
？

下
新
町
…
浦
島
太
郎
（
唱
歌
）、

東
関
戸
・
下
分
…
桜
井
の
訣
別（
唱

歌
）、
上
宿
…
牛
若
丸
（
童
謡
）

る
時
な
ど
に
演
奏
さ
れ
ま
す
。
他

の
曲
は
長
さ
が
1
分
か
ら
2
分
程

度
で
す
が
、
段
物
は
10
分
に
お
よ

ぶ
も
の
も
あ
り
、
荘
重
か
つ
流
麗

な
旋
律
を
持
っ
た
大
曲
と
な
り
ま

す
。
テ
ン
ポ
が
ゆ
っ
く
り
で
あ
る

た
め
、
奏
者
が
息
を
合
わ
せ
、
間

を
そ
ろ
え
る
の
が
大
切
で
す
。

端
物

　

古
い
俗
曲
、
当
時
の
流
行
唄
、

民
謡
、
童
謡
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
に
ぎ
や
か

な
早は
や

物も
の（
テ
ン
ポ
の
速
い
曲
）、
重

厚
な
も
の
、
哀
調
の
あ
る
も
の
な

ど
曲
調
も
さ
ま
ざ
ま
で
多
く
の
曲

が
あ
り
ま
す
。
踊
り
の
時
に
演
奏

さ
れ
る
曲
も
端
物
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

佐原囃子で使用される楽器
穴は7穴で、主
にメロディーを
担当。複数人
で吹いても一
人で吹いてい
るかのように奏
するのが大切。

膝に置き、上
から打ち下ろ
すようにして
奏する。やわ
らかい音が特
徴。

低くて大きい
音が特徴。用
いる曲と用い
ない曲がある。

附締太鼓ととも
に囃子全体の
リード役。甲高
い音が特徴で、
竹のバチでたた
く。

おもにリズム
を担当。曲に
アクセントを
加える。

唯一の金属楽
器。すべての
楽器の特性を
知っていないと
良い鉦は打て
ないといわれ
る難しい楽器。

種　類 曲　名 演奏されるタイミングなど

役　物

砂
さんぎり

切 祭りの始めに山車が出発する直前や、祭りが
終了する際などに奏される

馬
ば か ば や し

鹿囃子 山車出発時の砂切の後や終了時の砂切の前な
どに奏される

はな三
さんばそう

番叟 出発時の馬鹿囃子の後や、山車が角を曲がる
際などに奏される

段　物 さらし　ほか
大通りや神社の前などの見せ所・聞かせ所で
奏される。唄や踊りが伴わない純器楽曲で、
大太鼓も入らない

端　物

あんば にぎやかな踊りの時の最初に、この曲から入
ることが多い

吉野 唄は伴わない華麗な曲

佐原小唄 小野川沿いで奏されることが多い。唄や踊り
が入る、情緒あふれる曲

ラバウル小唄 祭り最終日の曳き終まい時の直前に奏される
ことが多い

【篠
しのぶえ

笛】 【大
おおつづみ

鼓（大
おおかわ

皮）】

【小
こつづみ

鼓（鼓）】 【附
つけしめだいこ

締太鼓（ツケ）】

【鉦
かね

】

基
本
的
編
成
と

曲
の
種
類

代
表
的
な
演
奏
順
と

特
徴
の
あ
る
曲

【大
おおだいこ

太鼓】

佐原囃子の曲目　一部を紹介

参考図書　佐原囃子連中編「佐原囃子集成　別冊【解説編】」
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の
の

ＪＲ佐原駅

の のの字廻し場所 シャトル舟
乗船場（9時30分～21時）

お祭り臨時
大駐車場 お祭り案内所

各種広場

のののののの

各

車両通行自粛区域

山車整列場所

車両通行止め（指定車、
許可車、軽車両を除く）

（山車通行時に随時披露）

11日㈯（10時～15時）山車
巡行により車両通行止め

の の

11日㈯（10時～15時）
一方通行・
車両通行自粛区域

の

利根川

にぎわい広場にぎわい広場

お祭り本部お祭り本部

駅前広場駅前広場

おまつりおまつり
ステージ広場ステージ広場

ふるさとお土産ふるさとお土産
テント村テント村

河川敷

市役所●
消防署●

●

● ●佐原中

コミュニティセンター●
●

香取農業共済組合裏駐車場

千葉交通駐車場

国道356号

水郷佐原観光協会水郷佐原観光協会●

郵便局●
警察署●
●税務署

京葉銀行●

●銚子商工

●佐原信金
●商工会議所

千葉銀行千葉銀行●

伊能忠敬記念館 ●伊能忠敬旧宅
諏訪神社

法界寺

諏訪神社御旅所諏訪神社御旅所

中橋

共栄橋

忠敬橋

開運橋

祭り期間中（10時～22時）は、大
幅な交通規制が実施されます。大
変混雑が予想されますので、区域
内（車両通行自粛区域含む）への
車両の乗り入れはご遠慮ください。

卍

●国土交通省

●

●
わくわく大休憩広場わくわく大休憩広場

※交通規制区域内の通行の際は、通行許可の申請手続きが必要です
交通規制に関する問い合わせ　香取警察署　☎(54)0110

小江戸茶屋小江戸茶屋
●千葉興銀

香取地域振興事務所駐車場

■お祭り期間中の交通規制など

　

昭
和
2
年
発
足
。
現
在
は
小
学

生
か
ら
70
代
ま
で
、
野
田
を
中
心

に
香
取
市
内
の
人
た
ち
27
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
4
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
は
週
2
回
、
野
田
青
年

館
で
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。
皆

さ
ん
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
集
ま

り
、
毎
回
約
40
分
程
度
の
通
し
稽

古
を
2
回
行
う
そ
う
で
す
。

　

野
田
芸
座
連
は
、
佐
原
の
大
祭

秋
祭
り
で
は
新
橋
本
区
の
山
車
に

昭
和
43
年
か
ら
、
夏
祭
り
で
は
荒

久
区
に
昭
和
50
年
か
ら
、
小
見
川

祇
園
祭
で
は
小
路
町
に
発
足
当
初

か
ら
乗
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
心
者
か
ら

始
め
て
い
ま
す
が
、
祭
り
・
下
座

が
好
き
で
、
郷
土
芸
能
・
野
田
芸

座
連
存
続
に
強
い
気
持
ち
を
持
っ

た
人
ば
か
り
で
す
。「
今
年
の
新

橋
本
区
は
幣へ

い

台だ
い

正せ
い

年ね
ん

番ば
ん

な
の
で
、

例
年
以
上
に
気
合
い
も
入
り
、
よ

り
完
成
度
を
高
め
た
い
で
す
」
と

芸
座
長
の
篠
塚
清
さ
ん
は
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

野
田
芸
座
連

■スケジュール 各
種
広
場
を
特
設

■
お
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
広
場

　

郷
土
芸
能
や
各
町
若
連
に
よ
る

手
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

会
場
内
に
は
休
憩
施
設
も
設
け
ら

れ
、
軽
飲
食
類
の
販
売
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

◇
郷
土
芸
能
の
披
露

11
日
㈯
…
花
崎
囃
子
連
、
翔
踊
会

社
中
、
本
矢
作
伊
勢
神
楽
保
存
会

12
日
㈰
…
新
和
下
座
連
、
翔
踊
会

社
中
、
大
崎
大
和
神
楽
保
存
会

■
に
ぎ
わ
い
広
場
小
江
戸
茶
屋

　

小
江
戸
三
市
（
香
取
市
・
川
越

市
・
栃
木
市
）・
友
好
都
市
（
喜

多
方
市
）
が
出
店
し
、
休
憩
施
設

も
設
け
ら
れ
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
お
土
産
テ
ン
ト
村

　

ふ
る
さ
と
産
品
育
成
事
業
に
よ

る
芋
菓
子
や
地
元
農
家
の
皆
さ
ん

に
よ
る
農
産
物
・
農
産
加
工
品
の

販
売
。

■
わ
く
わ
く
大
休
憩
広
場
・
駅
前

広
場

　

テ
ン
ト
で
は
飲
食
物
の
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
休
憩
の
場
と

し
て
利
用
く
だ
さ
い
。

駐
車
場

◇
利
根
川
河
川
敷
臨
時
駐
車
場
…

約
1
0
0
0
台

◇
市
役
所
駐
車
場
…
1
0
0
台
、

千
葉
交
通
駐
車
場
…
2
0
0
台

（
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の
み
利
用
可
能
）

お
知
ら
せ

■
佐
原
循
環
バ
ス
運
行
ル
ー
ト
変
更

　

交
通
規
制
に
伴
い
、
10
月
10
日

㈮
の
大
戸
・
瑞
穂
ル
ー
ト
、
北
佐

原
・
新
島
ル
ー
ト
と
、
11
日
㈯
・

12
日
㈰
の
周
遊
ル
ー
ト
の
運
行

ル
ー
ト
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

◇
10
月
10
日
㈮
【
大
戸
・
瑞
穂
／

北
佐
原
・
新
島
ル
ー
ト
】

　
「
忠
敬
橋
」「
東
関
戸
」「
佐
原
駅
」

「
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

「
諏
訪
神
社
」
の
停
留
所
で
は
乗

佐
原
の
大
祭
秋
祭
り

佐
原
の
大
祭
秋
祭
り

降
で
き
な
い
た
め
、
佐
原
駅
北
口

に
「
佐
原
駅
」
の
臨
時
停
留
所
を

設
置
し
ま
す
。

※
第
1
便
は
通
常
ど
お
り
運
行

◇
10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
【
周
遊

ル
ー
ト
】

　
「
忠
敬
橋
」「
東
関
戸
」「
佐
原
駅
」

「
諏
訪
神
社
」「
水
郷
佐
原
山
車
会

館
」
の
停
留
所
で
は
乗
降
で
き
な

い
た
め
、佐
原
駅
北
口
に「
佐
原
駅
」

の
臨
時
停
留
所
を
設
置
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課 

☎
（50）
1
2
0
6

■
山
車
会
館
展
示
品
の
入
れ
替
え

　

山
車
会
館
に
展
示
し
て
あ
る
新

宿
の
山
車
の
入
れ
替
え
を
行
い
ま

す
。
西
関
戸
区
の
山
車
に
替
わ
り
、

北
横
宿
区
が
10
月
13
日
㈷
か
ら
1

年
間
展
示
さ
れ
ま
す
。

問
山
車
会
館 

☎
(52)
4
1
0
4

■
伊
能
忠
敬
記
念
館
開
館
時
間
を

延
長

　

10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
は
開
館

時
間
を
18
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

問
伊
能
忠
敬
記
念
館☎

(54)
1
1
1
8

■
お
祭
り
の
興
奮
と
感
動
を
も
う

一
度

◇
放
送
局　

千
葉
テ
レ
ビ
放
送

◇
放
送
日　

10
月
19
日
㈰　

19
時

〜
19
時
55
分

◇
再
放
送　

10
月
24
日
㈮　

14
時

〜
14
時
55
分

10日㈮ 10時～ 山車乱曳き（山車14台）

11日㈯

11時頃～ 山車14台整列開始
（香取街道：上宿通り～下宿通り）

13時15分～ 通し砂切の後、山車巡行
（山車14台揃い曳き）

15時30分頃 山車14台整列完了（小野川沿い）

17時～ 全町内手踊り披露

17時20分～ 各町順次曳き分れ

12日㈰
 9時～ 神輿の渡御行列（御旅所～諏訪神社）

10時～ 山車乱曳き（山車14台）

▲野田芸座連の法
はっぴ

被を着て（芸座長の篠塚清さんは前列中央）

通し稽古は本番さながらで迫力満点▶

練
習
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

佐原囃子を動画で見て聴こう‼
スマートフォンでアプリを起動し、この写真にかざ
してください。※詳しくは表紙をご覧ください

1010
月月
1010
日
㈮
〜

日
㈮
〜
1212
日日
㈰㈰問

商
工
観
光
課　

☎
(50)
1
2
1
2
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